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イソブチルパラベン（CAS no. 4247-02-3） 

 

文献信頼性評価結果 

 

示唆された作用 

エストロゲン 抗エストロゲン アンドロゲン 抗アンドロゲン 甲状腺ホルモン 抗甲状腺ホルモン 脱皮ホルモン その他* 

○ ○ － － － － － ○ 

 

○：既存知見から示唆された作用 

－：既存知見から示唆されなかった作用 

*その他：視床下部―下垂体―生殖腺軸への作用等 

 

イソブチルパラベンの内分泌かく乱作用に関連する報告として、動物試験の報告において、エス

トロゲン様作用を示すこと、試験管内試験の報告において、エストロゲン作用、抗エストロゲン作

用、ステロイドホルモン及び甲状腺ホルモン代謝能への影響を示すことが示唆された。 

 

(１)生殖影響 

⚫ Voと Jeung (2009)によって、イソブチルパラベン(東京化成) 62.5、250、1,000mg/kg/dayを 14日

齢から 16 日齢まで皮下投与した雌 SD ラットへの影響が検討されている。その結果として、

250mg/kg/day 以上のばく露群で子宮中 CaBP-9k 蛋白質相対発現量、子宮相対重量の高値、

1,000mg/kg/day のばく露群で子宮中 CaBP-9k mRNA相対発現量の高値が認められた。なお、子

宮中 PR mRNA相対発現量、子宮中 PR蛋白質相対発現量には影響は認められなかった。 

想定される作用メカニズム：微弱なエストロゲン様作用 

 

(２)エストロゲン作用 

⚫ Watanabeら(2013)によって、イソブチルパラベン(東京化成、99%) 0.01、0.03、0.1、0.3、１、

３、10μM(=1.94、5.82、19.4、58.2、194、582、1,940μg/L)の濃度に 24時間ばく露したチャイニ

ーズハムスター卵巣細胞CHO-K1 (エストロゲン受容体 βを発現)によるレポーター遺伝子アッ

セイ(エストロゲン応答配列をもつレポーター遺伝子導入細胞を用いたルシフェラーゼ発現誘

導)が検討されている。その結果として、REC20値(エストラジオール１nM による最大活性値の

20%相当の活性を誘導する濃度) 0.043μM(=8.4μg/L)の濃度でルシフェラーゼ発現誘導が認めら

れた。 

また、イソブチルパラベン(東京化成、99%) 0.01、0.03、0.1、0.3、１、３、10μM(=1.94、5.82、

19.4、58.2、194、582、1940μg/L)の濃度に 24時間ばく露したチャイニーズハムスター卵巣細胞

CHO-K1 (エストロゲン受容体 αを発現)によるレポーター遺伝子アッセイ(エストロゲン応答配

列をもつレポーター遺伝子導入細胞を用いたルシフェラーゼ発現誘導)が検討されている。そ

の結果として、REC20値 0.12μM(=23μg/L)の濃度でルシフェラーゼ発現誘導が認められた。 

⚫ Wei ら(2022)によって、イソブチルパラベン(東京化成、99%) 0.01、0.1、１、５、10、50μM(=1.94、

19.4、194、971、1,940、9,710μg/L)の濃度に 48時間ばく露したヒト乳がん細胞MVLN (ヒトエ

ストロゲン受容体を発現)によるレポーター遺伝子アッセイ(エストロゲン応答配列をもつレ

ポーター遺伝子導入細胞を用いたルシフェラーゼ発現誘導)が検討されている。その結果とし

て、0.1μM(=19.4μg/L)以上の濃度区でルシフェラーゼ発現誘導が認められた。 

また、イソブチルパラベン(東京化成、99%) 0.01、0.1、１、５、10、50μM(=1.94、19.4、194、
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971、1,940、9,710μg/L)の濃度に７日間ばく露したヒト乳がん細胞 MCF-7 による細胞増殖試験

が検討されている。その結果として、１μM(=194μg/L)以上の濃度区で細胞増殖誘導が認められ

た。なお、この影響は、エストロゲン受容体アンタゴニスト ICI 182,780 100nM 共存下で消失

した。 

⚫ Terasaki ら(2009)によって、イソブチルパラベン(東京化成) 0.016～１μM(=3.10～194μg/L)の濃

度に４時間ばく露した酵母(メダカエストロゲン受容体 αを発現)によるレポーター遺伝子アッ

セイ(エストロゲン応答配列をもつレポーター遺伝子導入細胞を用いた β-ガラクトシダーゼ発

現誘導)が検討されている。その結果として、EC×10 値(対照区の 10 倍に相当する測定値を誘

導する濃度) 0.18μM(=35.0μg/L)の濃度で β-ガラクトシダーゼ発現誘導が認められた。 

また、イソブチルパラベン(東京化成) 0.016～１μM(=3.10～194μg/L)の濃度に４時間ばく露し

た酵母(ヒトエストロゲン受容体 αを発現)によるレポーター遺伝子アッセイ(エストロゲン応答

配列をもつレポーター遺伝子導入細胞を用いた β-ガラクトシダーゼ発現誘導)が検討されてい

る。その結果として、EC×10値 0.68μM(=132μg/L)の濃度で β-ガラクトシダーゼ発現誘導が認め

られた。 

⚫ Koda ら(2005)によって、イソブチルパラベン(東京化成) 100、250、625mg/kg/day、13～14週齢

から３日間皮下投与した SDラット、雌(11～12週齢で卵巣摘出処置)への影響が検討されてい

る。その結果として、250mg/kg/day 以上のばく露群で子宮相対重量(wet 及び blotted)の高値が

認められた。なお、体重には影響は認められなかった。 

 

(３)エストロゲン作用又は抗エストロゲン作用 

⚫ Vo ら(2010)によって、イソブチルパラベン(東京化成)についてエストロゲン受容体 α による

Fluormone ES2 に対する結合阻害試験が検討されている。その結果として、 IC50 値

2.07μM(=402μg/L)の濃度で結合阻害が認められた。 

また、イソブチルパラベン(東京化成)についてエストロゲン受容体 β による Fluormone ES2

に対する結合阻害試験が検討されている。その結果として、IC50値 2.75μM(=534μg/L)の濃度で

結合阻害が認められた。 

なお、本試験結果の解釈にあたっては、イソブチルパラベン及び Fluormone ES2 の試験実施

濃度が示されていない点に注意を要すると判断された。 

⚫ Terasaki ら(2009)によって、イソブチルパラベン(東京化成) 0.0038～38μM(=0.737～7,370μg/L)の

濃度でヒトエストロゲン受容体 α による競合的酵素結合免疫吸着アッセイ(ELISA: Enzyme-

Linked Immunosorbent Assay)試験が検討されている。その結果として、IC50値 3.6μM(=699μg/L)

の濃度で結合阻害が認められた。 

⚫ Satoh ら (2000)によって、イソブチルパラベン (東京化成、99%) 0.1～1,000μM(=19.4～

194,000μg/L)の濃度でヒトエストロゲン受容体 β (TOYOBO Ligand Screening System)によるエス

トラジオールに対する結合阻害試験が検討されている。その結果として、 IC50 値

5.0μM(=971μg/L)の濃度で結合阻害が認められた。 

また、イソブチルパラベン(東京化成、99%)についてヒトエストロゲン受容体 α (TOYOBO 

Ligand Screening System)によるエストラジオールに対する結合阻害試験が検討されている。そ

の結果として、IC50値 6.0μM(=1,170μg/L)の濃度で結合阻害が認められた。 

 

(４)プレグナン X受容体への作用 

⚫ Fujino ら(2019)によって、イソブチルパラベン(東京化成、99%) 0.3、１、３、10、30μM(=58.2、
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194、582、1,940、5,820μg/L)の濃度にばく露(ばく露時間の記載なし)したチャイニーズハムス

ター卵巣細胞 CHO-K1 (ヒトプレグナン X 受容体を発現)によるレポーター遺伝子アッセイ(プ

レグナン X 受容体応答配列をもつレポーター遺伝子導入細胞を用いたルシフェラーゼ発現誘

導)が検討されている。その結果として、10μM(=1,940μg/L)以上の濃度区でルシフェラーゼ発現

誘導が認められた。 

また、イソブチルパラベン(東京化成、99%) 0.03、0.1、0.3、１、３、10、30μM(=5.82、19.2、

58.2、194、582、1,940、5,820μg/L)の濃度にばく露(ばく露時間の記載なし)したチャイニーズハ

ムスター卵巣細胞 CHO-K1 (ラットプレグナンX受容体を発現)によるレポーター遺伝子アッセ

イ(プレグナン X 受容体応答配列をもつレポーター遺伝子導入細胞を用いたルシフェラーゼ発

現誘導)が検討されている。その結果として、10μM(=1,940μg/L)以上の濃度区でルシフェラーゼ

発現誘導が認められた。 

想定される作用メカニズム：ステロイドホルモン及び甲状腺ホルモン代謝能への影響 

 

(５)アンドロスタン受容体への作用 

⚫ Fujino ら(2019)によって、イソブチルパラベン(東京化成、99%)１、３、10、30μM(=194、582、

1,940、5,820μg/L)の濃度にばく露(ばく露時間の記載なし)したチャイニーズハムスター卵巣細

胞 CHO-K1 (ラットアンドロスタン受容体を発現)によるレポーター遺伝子アッセイ(アンドロ

スタン受容体応答配列をもつレポーター遺伝子導入細胞を用いたルシフェラーゼ発現誘導)が

検討されている。その結果として、10μM(=1,940μg/L)以上の濃度区でルシフェラーゼ発現誘導

が認められた。 

想定される作用メカニズム：ステロイドホルモン及び甲状腺ホルモン代謝能への影響 

 

(６)ペルオキシソーム増殖因子活性化受容体への作用 

⚫ Fujino ら(2019)によって、イソブチルパラベン(東京化成、99%)１、３、10、30μM(=194、582、

1,940、5,820μg/L)の濃度にばく露(ばく露時間の記載なし)したチャイニーズハムスター卵巣細

胞 CHO-K1 (ラットペルオキシソーム増殖因子活性化受容体を発現)によるレポーター遺伝子

アッセイ(ペルオキシソーム増殖因子活性化受容体応答配列をもつレポーター遺伝子導入細胞

を用いたルシフェラーゼ発現誘導)が検討されている。その結果として、10μM(=1,940μg/L)以上

の濃度区でルシフェラーゼ発現誘導が認められた。 

想定される作用メカニズム：ステロイドホルモン及び甲状腺ホルモン代謝能への影響 
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（令和７年度第１回化学物質の内分泌かく乱作用に関する検討会 資料１－２より抜粋） 

 


